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西
運
河
の
安
全
を
確
保
し
、
本
来

の
目
的
の
た
め
に
有
効
活
用
が
で
き
る
よ

う
、
海
底
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
行
う
と
同
時

に
傷
ん
だ
施
設
の
修
繕
を
行
う
必
要
性
を

強
く
感
じ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　  

…
都
市
建
設
部
長

　

西
運
河
は
、
昭
和
22
年
か
ら
31
年
に
か

け
て
運
河
の
拡
張
や
係
留
施
設
の
建
設
を

行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
既
に
50
年
以
上
の

歳
月
が
過
ぎ
、
老
朽
化
と
埋
没
が
相
当
進

行
し
て
い
る
地
区
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
利
用
者
か
ら
維
持
し
ゅ
ん
せ
つ
や

物
揚
場
の
改
良
に
対
す
る
要
望
を
受
け
て

い
ま
す
が
、
改
善
を
図
れ
て
い
な
い
の
が

実
情
で
す
。

　

な
お
、
坂
出
港
を
母
港
に
し
、
西
運
河

地
区
に
係
留
し
て
い
る
四
国
地
方
整
備
局

保
有
の
清
掃
兼
油
回
収
船
「
わ
し
ゅ
う
」

の
後
継
船
の
建
造
が
平
成
21
年
度
補
正
予

算
で
認
め
ら
れ
、
平
成
22
年
度
ま
で
の
２

カ
年
で
建
造
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
建

造
に
あ
わ
せ
て
、
新
た
な
係
留
施
設
や
航

路
し
ゅ
ん
せ
つ
等
の
事
業
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
が
、
最
近
の
港
湾
空
港
の
情
報
新
聞

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
は
工
事
の
範
囲
は
不
明
で
す

が
、
当
該
地
区
内
で
の
国
の
直
轄
事
業
に

つ
い
て
、
今
後
の
進
展
に
大
き
な
関
心
を

持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問

答
弁

坂
出
港
西
運
河
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

　
　
　

今
後
、
市
は
、
坂
出
港
に
ど
の
よ

う
な
展
望
を
も
っ
て
、
港
湾
行
政
に
臨
ん

で
い
く
の
か
。

　
　  

…
都
市
建
設
部
長

　

坂
出
港
は
今
も
四
国
を
代
表
す
る
港
湾

と
し
て
立
派
に
機
能
し
て
い
ま
す
が
、
公

共
埠
頭
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
年

度
の
阿
河
浜
埠
頭
と
平
成
３
年
度
の
松
ヶ

浦
埠
頭
の
完
成
以
後
、
新
た
な
事
業
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
坂
出
港
に
は
、
施
設
の
老

朽
化
対
策
や
泊
地
の
埋
没
対
策
な
ど
の
既

存
施
設
の
維
持
補
修
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

伴
い
国
際
競
争
力
を
維
持
・
強
化
す
る
た

め
の
船
舶
の
大
型
化
に
対
応
し
た
施
設
整

備
や
埠
頭
の
再
編
、
臨
海
部
の
開
発
、
市

民
と
港
の
関
わ
り
の
強
化
な
ど
、
様
々
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
処
し
て
い
く
に

は
、
管
理
事
務
の
向
上
が
、
そ
し
て
、
港

湾
の
維
持
・
開
発
に
は
膨
大
な
費
用
が
伴

う
こ
と
か
ら
財
務
体
質
の
強
化
も
、
重
要

な
要
因
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

坂
出
港
の
発
展
は
、
香
川
県
の
元
気
に

つ
な
が
る
ほ
ど
の
広
域
性
と
規
模
を
有
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
坂
出
港
に
は
、

ど
の
よ
う
な
管
理
の
あ
り
方
が
望
ま
し
い

か
、
香
川
県
と
し
っ
か
り
し
た
話
し
合
い

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

答
弁

坂
出
港
の
管
理
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

基地対策予算の増額等を求める意見書
　基地施設周辺の市町村は，基地所在に伴う諸問題の解決に向けて，鋭意努力しているところである。
　しかし，基地関係市町村は，世界的な経済危機に伴う大幅な税収減や，基地所在に伴う特殊な財政需要の増大
等により大変厳しい財政状況にある。
　こうした基地関係市町村に対しては，これまで総務省所管の固定資産税の代替的性格を基本とした基地交付金
（国有提供施設等所在市町村助成交付金）及び米軍資産や住民税の非課税措置等の税財政上の影響を考慮した調
整交付金（施設等所在市町村調整交付金）が交付されている。
　また，自衛隊等の行為または防衛施設の設置・運用により生ずる障害の防止・軽減のため，国の責任において
基地周辺対策事業が実施されている。
　基地交付金・調整交付金については，基地所在による特別の財政需要等にかんがみ，固定資産税の評価替えの
翌年度において，平成元年度より３年ごとに増額されてきており，あわせて防衛省所管の特定防衛施設周辺整備
調整交付金も増額されてきた経緯がある。
　よって，国におかれては，基地関係市町村の実情に配慮して，下記事項を実現されるよう強く要望する。

　以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

1.

2.

　基地交付金及び調整交付金については，今年度は固定資産税の評価替えの年度に当たるため，これまで３
年ごとに増額されている経緯を十分踏まえ，平成２２年度予算において増額するとともに，基地交付金の対
象資産を拡大すること。
　基地周辺対策経費の所要額を確保するとともに，各事業の補助対象施設及び範囲を拡大すること。特に，
特定防衛施設周辺整備調整交付金については，これまでの経緯を踏まえ，平成２２年度予算において増額す
ること。

記
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